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桐木茂雄君：欠席分です。
　　　　　　今月初めての出席。
　　　　　　3月は100％目指します。

　

本日は小澤慎司会員、後ほど卓話をよろしくお願い
致します。

■桐木茂雄プログラム委員会委員長：来月はプログラム通常どおり昼例会です。
　来週の福住は連絡早めにお願いします。
■小家山勝社会奉仕委員長（次期ガバナー補佐）：ロータリー文庫発注済み。来
週水曜日に贈呈予定。ガバナー公式訪問は7月11日に決定しており、次年度早々
なので、次期会長・幹事・委員長は次年度の活動計画書を急いで欲しい。次年度
ガバナー補佐をさせていただくが、昔とはかなり異なりやはりアイサーブからウ
イサーブへと変化してきているようだ。2500地区次期ガバナー櫻田正弘氏は実質
3％の会員増強を求めており、量より質を求める本来の路線のようだ。（要約）

ロータリーレート来月は78円です。2500地区次期ガバ
ナー櫻田正弘氏からの次年度推進事項配布しています。

承認事項
＊来月の3月21日例会プログラム変更　
IM報告→山田桂一郎講師のスピーチ
＊IMの浜中移動はジャンボタクシーを使用する

本日のプログラム

3月7日　社会奉仕委員会
　　「ロータリー文庫　寄贈」　
3月14日　筒井貴文氏（商工会青年部長）　
　「私と青年部活動」　
3月21日　山田桂一郎氏国交省観光カリスマ
　「わが町の生きる道（仮）」

3月28日　IM報告　

養老牛付近の夕景

小澤慎司氏卓話「当社のこ目指すもの」

土木や運輸を事業主体としてきた弊社ですが、土木は公共事業に大変影響され
るなど昨今の経済情勢の中、将来を見据え新分野への進出も考えて実行してい
る。そのために、助成金などの学習もしているがなかなか難しいものがありま
す。運輸部門では町内老舗の国岡運輸の業務も引き継いでおり、農業部門の搬
送もおこなっています。実は、去年夏からハウスを作りメロンの試験栽培に進
出しています。200玉程度ですが試験栽培で生産、販売できないのでまわりの
皆さんに贈呈しました。摩周メロンはたいへん持ちが良いメロンである。
本年度は1000玉程度生産を考えているが、温度管理が大変で休み関係無しの管
理が必要。今期は、開閉器を考案中で、ネット回線で開閉し温度管理が出来る
ようシステムを実験中です。町内では、温泉熱でマンゴーとか、ブドウの試験
栽培も増えてきているが、食べるものは必要なのでやって無駄はないのかなと
考えている。また、余り広げすぎてもどうかな、と。傷手がない程度にがんば
っていきたいと考えている。今は、入札ラッシュなので、積算作業が大変。新
分野への挑戦は、どの項目が自社の特質にあっているのかが重要。多くの会合
で人の話を聞いてがんばっていきたい。（要約）　


